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第
43
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

歳
を
重
ね
る
こ
と
に
希
望
が
持
て
た

夙
川
公
民
館
に
市
民
１
４
５
人
集
う

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
21
日
（
土
）
、
夙

川
公
民
館
に
て
第
43
回
支
部
総
会
を
開
催
し
、

６
人
が
参
加
。
半
田
伸
夫
副
支
部
長
が
会
務
報

告
、
林
田
英
隆
副
支
部
長
が
議
長
を
務
め
、
２

０
２
２
年
度
の
支
部
活
動
の
ま
と
め
と
２
０
２

３
年
度
活
動
方
針
案
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た

ほ
か
、
新
支
部
役
員
・
評
議
員
（
医
科
）
の
改

選
が
行
わ
れ
た
（
新
役
員
一
覧
は
下
欄
）
。
ま

た
、
支
部
40
周
年
記
念
誌
『
40
年
の
歩
み
』
完

成
の
お
披
露
目
も
行
わ
れ
た
。

総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
は
半
田
伸
夫
副

支
部
長
が
司
会
、
東
京
大
学
定
量
科
学
研
究
所

の
小
林
武
彦
教
授
が
講
師
を
務
め
、
「
生
物
は

な
ぜ
老
い
、
そ
し
て
死
ぬ
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
会
員
・
市
民
ら
１
４
５
人
が
参
加
し
た
。

司
会
を
務
め
た
半
田
副
支
部
長
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

10
月
21
日
夙
川
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
、
東
京

大
学
教
授
の
小
林
武
彦
先
生
を
お
招
き
し
て
市

民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
小
雨
交
じ
り
の

天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
４
５
人
の
一
般
市
民

の
方
々
が
来
場
さ
れ
た
。

小
林
先
生
は
九
州
大
学
を
卒
業
し
て
、
米
国

国
立
衛
生
研
究
所
な
ど
に
て
研
究
さ
れ
、
国
立

遺
伝
学
研
究
所
を
へ
て
、
現
職
に
つ
か
れ
た
。

日
本
学
術
会
議
の
会
員
で
、
20
万
部
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
新
書
『
生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か
』
の
著

者
で
も
あ
る
。

西
宮･

芦
屋
支
部

役
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
支
部
長
）

法
貴
憲

（
副
支
部
長
）

伊
賀
幹
二
、
加
藤
隆
久
、
林
田
英
隆

半
田
伸
夫
、
広
川
恵
一
、
村
上
博

（
世
話
人
）

岩
下
敬
正
、
上
田
進
久
、
川
﨑
史
寛

川
野
悦
司
、
北
垣
幸
央
、
坂
尾
将
幸

佐
々
木
健
陽
、
多
田
梢
、
土
山
雅
人

林
功
、
藤
森
隆
史
、
前
田
信
証
、

三
浦
一
樹
、
宮
﨑
睦
雄
、
森
博
雄

安
岡
眞
奈
美

（
相
談
役
）

堅
田
均
北
井
明
、
幸
原
久

法
西
浩
、
森
下
敬
司

（
評
議
員
）

上
田
進
久
、
坂
尾
将
幸
、
土
山
雅
人

林
功
、
宮
崎
睦
雄

［
歯
科
］
加
藤
茂
芳
、
藤
森
隆
史

（
予
備
評
議
員
）

岩
下
敬
正
、
川
﨑
史
寛
、
川
野
悦
司

北
垣
幸
央
、
前
田
信
証
、
三
浦
一
樹

森
博
雄
、
安
岡
眞
奈
美

［
歯
科
］
小
田
泰
史

人の老いと死の意味について講演する小林武彦先生

会員・市民ら145人が参加し、積極的な質疑応答が行われた

先
生
の
講
演
は
、
生
命
は
38
億
年
前
に
地
球

上
に
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
う
生
命
の
タ
ネ
が
誕
生
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
変
化
と
選
択
と
い

う
進
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繰
り
返
し
、
安
定
し

た
形
で
あ
る
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

な
り
、
そ
の
遺
伝
情
報
を
継
代
的
に
伝
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

た
だ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
複
製
を
繰
り
返
す
た
び
に

部
分
的
に
損
傷
し
壊
れ
て
い
く
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
修
復

酵
素
や
そ
の
遺
伝
子
も
あ
る
が
、
最
終
的
に
壊

れ
る
こ
と
で
複
製
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
が
寿

命
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
ヒ
ト
の
寿
命
は

１
２
０
歳
前
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、

進
化
の
過
程
で
で
き
た
生
物
は
、
最
初
か
ら
死

ぬ
よ
う
に
で
き
て
い
る
。

つ
ま
り
老
化
や
死
が
あ
る
も
の
だ
け
が
進
化

で
き
現
存
し
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
先
生
は
ヒ
ト
の
み
老
後
が
あ
る
、
集
団

で
生
き
延
び
て
き
た
ヒ
ト
で
は
、
年
長
者
が
い

る
方
が
有
利
だ
っ
た
と
説
明
し
た
。

最
後
に
感
謝
の
認
識
、
利
他
的
、
肯
定
的
な

老
年
的
超
越
を
目
指
し
、
幸
福
感
に
満
ち
た
心

境
に
な
る
よ
う
に
老
後
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と

締
め
く
く
っ
た
。

多
く
の
来
場
者
か
ら
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
一
つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
回
答
さ
れ
た
先
生

の
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

〈
参
加
し
た
市
民
か
ら
の
感
想
〉

・

年
を
重
ね
る
こ
と
に
希
望
が
持
て
た
。

・

学
ん
で
き
た
こ
と
、
も
ら
っ
て
き
た
も
の
を

社
会
に
還
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

・
「
老
年
的
超
越
」
を
目
指
し
、
ス
テ
キ
な
老

後
を
過
ご
し
た
い
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
40
周
年
記
念
誌

『
40
年
の
歩
み
』
完
成
し
ま
し
た

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
皆
様
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
支
部
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
記
念
誌

『
40
年
の
歩
み
』
を
上
梓
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
支
部
会
員
の
先
生
に
１

冊
お
送
り
い
た
し
ま
す
（
12
月
『
月
刊
保
団

連
』
同
封
）
。
ご
査
収
く
だ
さ
い
ま
せ
。

表紙書は森下敬司先生
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伊
賀
先
生
は
、
患
者
さ
ん
の
中
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
自
転
車
を
運
転
し
て

い
る
人
に
衝
突
さ
れ
、
怪
我
を
し
た
人
も
い
る

と
紹
介
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、
「
特
に

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
歩
行
者
が
思
っ
て
い

る
以
上
に
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
し
た
。

ま
た
支
部
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、

「
こ
の
30
年
で
誰
も
が
公
共
の
場
で
の
喫
煙
に

つ
い
て
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同

じ
よ
う
に
、
『
な
が
ら
ス
マ
ホ
』
を
し
て
い
る

人
に
違
和
感
を
感
じ
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

「
聴
く
医
療
」
は
協
会
が
提
供
す
る
毎
週
日

曜
日
の
朝
６
時
30
分
か
ら
45
分
の
15
分
間
の
番

組
。
放
送
後
に
は
協
会
Ｈ
Ｐ
で
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（2）2023年11月25日 （毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12，000円）号外

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
27
日(

金)

に
西
宮
市

立
勤
労
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
３
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療
・
ワ
ク
チ
ン
な
ど

・
福
島
雅
典
先
生
主
催
・
Ｍ
Ｃ
Ｉ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
市
民
講
演
会
（
講
師
・
小
出
裕
章
先
生
）

（
24
年
3
月
予
定
）

②
阪
神
淡
路
大
震
災
30
年
の
つ
ど
い

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
第
43
回
支
部
総
会
、
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演

会
（
10
・
21
）

【
Ⅳ
．
そ
の
他
】

①
な
が
ら
ス
マ
ホ
危
険
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て

【
Ⅴ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
32
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
29
）

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
12
月
22
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

第32回日常診療経験交流会で演題発表

支部の先生が診療経験・取り組みなどを報告

協会は10月29日(日)、「それぞれが思い描いたコロナとその先」のテーマで第32回日常

診療経験交流会を協会会議室にて開催した。西宮・芦屋支部の先生も分科会での演題発表

や文化展示・パネル発表などで日常診療の経験や取り組みを報告した。

「
高
血
圧
症
通
院
者
１
０
０
名
に
つ
い

て
～
２
０
０
９
年
よ
り
14
年
経
過
し
た

２
０
２
３
年
で
の
通
院
継
続
と
中
止
状

況
に
み
る
診
療
課
題
の
検
討
～
」

西
宮
市
・広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

広
川

恵
一

先
生

「
コ
ロ
ナ
診
療
か
ら
得
る
も
の
」

西
宮
市
・半
田
医
院

半
田

伸
夫

先
生

「
マ
イ
ナ
保
険
証
と
紙
の
保
険
証
廃
止
に

つ
い
て
～
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
す

に
は
～
」

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
」

西
宮
市
・伊
賀
内
科
・循
環
器
科

伊
賀

幹
二

先
生

「Botanical Art カラーの園芸品種の

１球根から現れた３種の異なる花色」

西宮市・法西医院 法西浩 先生

「東日本大震災被災地訪問の記録」広川 恵一 先生

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
飛
散
に
つ
い
て
の
課
題
」

西
宮
市

上
田

進
久

先
生

https://x.gd/sYJmG

協
会
が
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
関
西
で
の
ラ
ジ
オ
番

組
「
聴
く
医
療
」
が
、
毎
週
日
曜
日
に
放
送
さ
れ

て
い
る
。
11
月
19
日
に
は
支
部
副
支
部
長
の
西
宮

市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
の
伊
賀
幹
二
先
生
が

出
演
。
支
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
も
あ
る
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
の
危
険
性
」
に
つ
い

て
話
し
た
。

ながらスマホの危険性について話す伊賀副支部長(右)

協
会
提
供
ラ
ジ
オ
番
組

「
聴
く
医
療
」
放
送
中
！

伊
賀
副
支
部
長
が
出
演

協会ＨＰ「聴く
医療」特設サイト

はこちら


